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勝  荒  木   

第十七草   

シュチェフと」三妃については、これまでの叙述で十分であろう（1）。   

さて、マルスの子について、いままで筆を手控えてきたけれども、今こそ  

初めに意図したこの話是引こ取り掛かることにしよう。   

こうして、これらの問題が落着した時、突然、ポモジャ人が攻めてきた、  

という知らせが届いた。その知らせによれば、ポモジャ人は、ポーランド国  

の見張り台であり、鍵の城であったソントクの城（2）に対峠する柴を築いたとい  

う。この新しい柴は、高々と立ち、キリスト教徒の城に非常に近いところに  

あったので、異教徒達は、ソントクの城で語られ、為されたことを、よく聞  

くこともできたし、見ることもできた。そこでズピグニュフは、年も上であ  

り、また王国のうちでもポモジャ人や父親の領土に近い地方を領有していた  

ので（3）、年少の弟を連れずに、父と自分の軍隊を率いて（4）ポモジャ人のところ  

へ急いだ。しかしながら、その後を少数の軍勢を率いて出陣した弟よりも、  

多勢を引き連れて先に到着した兄の方が、より小さな名誉に与かることにな  

った。実際、その地に急いだ兄は、この新しい砦を男らしく攻撃することも  

せず、また大軍をもって敵に戦を挑むということもせず、恐れを与えるとい  

うよりも、自ら恐れを抱き、自分の領地に逃げ還ったといわれている。それ  

に対して、マルスの子、少年ボレス「7フは、兄が去った後に到着し、まだ剣  

を帯びる身ではなかったが、剣を持つ兄（5）がそこで為したことよりも多くのこ  

とを獲ち得たのであった。  
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すなわち、橋を攻め、柴人よりそを奪い取りて  

城門まで敵に打ちかかりたれば、（6）  

こうして、ボレスワフの騎士としての初陣は、キリスト教徒にとっては、  

彼の本来の武勇を示す偉大な印となったが、ポモジャ人にとっては、自らの  

破滅の大きな兆となって、彼らに大きな恐怖をもたらした。彼らは、一方で、  

大軍を率いながら、何一つ勇敢な事を為し得なかったスビグニュフを嘲笑し、  

臆病者と誹ったが、他方で、後れてわずかの手勢とともに到着しながら、大  

胆にも敵を城門まで攻め込んだボレスワフを、狼の子と呼んだ。彼らは言っ  

た。「ズビグニ ュフは、憎として教会を治めるべし（7）。それに対してこの少年  

には、すでに明らかなごとく、大胆な戦こそ相応しい」と。こうして、わず  

かな手勢を率いて後れて到着した弟は、激しく攻め込み、また多くの共力を  

もって駆けつけてきた兄よりも大きな名誉と名声を手に入れた。   

さて、この少年は、兵士の数が少ないことを知って戦場から退いたが、異  

教徒達はそれを見て、彼が多くの兵を率いて再び戻ってきた時に彼らに迫る  

破滅を恐れ、築き上げた柴を自らの手で壊し、無用な骨折りをした後で安全  

な隠れ場所へと急いで還っていった。  

3引琵  

Hactenus de Zetheo et regina dixisse sufficiat，（1）nunc vero penna  

temperata de puero Martidedito cepte studiumintentionis proficiat．；  

Hiisita peractis，eCCe nuntiatum est eis Pomoranos exivisse，；eosque  

COntraZutok，（2）regulCuStOdiametclavemcastrumoppositumerexisse，；  

§Eratenimcastrumnovumitaaltumetitaproximumchristianis，；quod  

ea，quedicebanturetfiebantinZutoketaudirietvideribenepoteranta  
paganis・；IgiturZbigneuus，quOniametatemaiorerat：partemqueregnl  

／L； Pomoranis patrlque prOXimam retinebat，（3）三cum exercitu patris atque  

九 suo（4）contraPomoranossinefratreparvuloproperavit，；minusquetamen   
laudis maior cum multis antecedens，：quamiunior frater cum paucis  

Subsequens，；acquisivit．；§Nam maiorilluc properans neque castrum   

illud novumviriliter assultavit，三nec hostes cum tanta multitudinein  

preliumirritavit，；sed timensinde maglS quam timendus，ut aiunt．ad  

ニ）   
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propriaremeavit．：§At puer Bolezlauus，：Martis filius，；fratre maiore  

discedente，ut advenit，：quamvisnondumcinctusgladio，plusprerlpLenS，  

quam fratermaiortenensgladium，（5）ibifccit．；  

Nam et ponteminvadendocastellanisabstulit  

Etinportam persequendosuosensesintulit．（6）  

Hocinitiummi1itieBolezlauimagnumfutureprobitatisindiciumextitit  

Christianis，三magnumque slgnum Sue destructionis，：magnum terrorem  

intulitipsisetiamPomoranis，；Zbigneoautemcummultitudinevenienti，  

；nichilque virile facienti，；insultantesignaviam ascribebant，；Bolez－  

1auumverocumpaucisposteavenientem；etaudactersuoshostesusque  

ad portasinvadentem，；1upifilium appellabant．：Zbigneus，inquientes，  

debetutclericusecclesiamgubernare，（7）；istum vero decet puerulum，ut  

apparet，Strennuis actibusmi1itare．：§Sicqueiunior frater cum paucis  

paulatimincedensplushonorisetlaudisacquisivit，：quammaior，qulCum  

magnoimpetu et cum magna multitudine properavit．§Videntesigitur  

paganipuerum，：qula pauCOS habebat，reVertentem，；metuentes  

interitum，；sicum multis redierit，imminentem，；castellum suum，quOd  

fecerant，ipsimet destruxerunt，；cassoquelabore securitatislatibula  

pecierunt．：  

1）［訳注］ウアディスワフ・ヘルマンは、ボレスワフ・クンヴウステイを生んだ妻ユデ  

ットを失くした後、神聖ローマ皇帝ハインリッヒの妹ユデットと一○八九年に再婚す  

る。このユデットが歴史の舞台から姿を消す時期と宮廷伯シュチェフの追放の時期と  

が同時であったことから、彼女について様々な臆測が生じることとなった。グロデッ  

キによれば、宮廷伯は公妃と謀って、ヘルマンの没後、彼の二人の息子を権力から遠  

ぎけ、公妃ユデットと結婚Lてポーーランド王国の支配権を華中に収める企てを抱いて  

いた、とされる。R．Grodecki．Kronikaz）OIskaKrak6w1923．p．116．K．Maleczyfiski，  
Boleslaw Kr2y2L・（）uS＆，Krak6w p，11．   

2）［P］今口のサントク。ノテツ川がヴァルタ川へ往く地．・真に位置する。   

3）［p］すなわちヴイエルコボルスカ地方（ウァディスワ7・ヘルマンはマゾフシェ地  

方）を直接に＿支配していた。   

4）［訳注］この箇所に。拠って、グロデッキは、ズピグニュフにポーランド国全体の軍事  

命令権が与えられたと主張しているが、マレテンスキはこの説に反対している。彼に  

よれば、ボレスワフ・クシヴウステイもズピグニュフも軍事内には全く独二、tした命令  

権をそれぞれ持っておー）、ヘルマンもまた国の軍事ゐ令棒を、それぞれの領土の軍隊  

司令官に任ねていた、という。Grodecki．Zbな1EteLu，p．90．Maleczylミski，Boleslau）  
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5）［訳注］第二巻第四輩にヘルマンがズピグニュ7を「その時はじめて汀分の息子と呼   

んだ」”tuncprjmumsuumfi】iumappe11avit．”とあり、この年をグン7Dロヴィッチ  

もマレテンスキもー一○九三年としている。二れらの排究者達は、このヘルマンによる  

でピグニュ7の息二ナの地位の承認は、】司時に彼の騎⊥身分の．承認を意味したと考えて  

いる。マルク・7小口ックの次の指摘も参照されるべきであろう。「騎士叙任式は、そ   

の起独や性質からして、古代社会や原始社会に多くの例が見られるかの成人式の儀式   

に、明日な関係がある。1『封建社会』（1995年、岩波書店）三八八ページ。  

6）［M：］二連のト五音節トロカイソクの詩。  

7）［p］ズピグニュフは、青年時代、僧籍を得るため、聖職者としてすでに聖別されて  

いた。  

第十八草   

さて、ウァデイスワフは、少年が成人し、騎士の業に優れた力を発揮する  

のを見て、また王国のすべての賢人達に好かれているのを知り、聖マリアの  

被昇天の大祭の［†に（1）、帯剣の儀式を催すことを決め、プウォツクという都市  

に盛大な式典を用意した。というのは、ウァディスワフは、老年と、引き続  

〈病気によって衰えていたが、この少年の中に王朝継承の希望を見たからで  

ある。  

すべての人、用意を整え、  

かの式典に急ぎし時、（2〉  

ポモジャ人がソントクの柴（3）を包囲したという知らせが届いた。しかし諸侯  

の中では誰も敢えてそれを迎え撃とうとする者はいなかった。そこで、マル  

スの子は、父親の意に逆らい、多くの人々の制止にもかかわらずその地に向  

って突進し、ポモジャ人を打ち破った。こうして勝利者として武具を帯びた  

まま帰還し、その場で父から帯剣の儀式を受け、大きな戦勝祝いの踊ー）でそ  

の祝典を祝ったのである。その日は、彼一人だけが帯剣の儀式を受けたので  

はなく、父親は息子への愛情と名誉から、同年の多くの若者にも武具を与え  

たのであった。  

・J   
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Vidensigitur Wladizlauus，■quia puer etate florebat，；gestisque  

militaribus prepollebat，；cunctisque regnisapientibus complacebat，；  

eumaccinglgladioinassumptionesancteMariedisposuit．（1）；apparatum－  

que magnificumin civitate Plocensipreparavit．；§Iahlenim etate et  

infirmitate continua scnescebat三etinillo puero successionis fidutiam  

expectabat．；  

Dumsecuncti、prepararent；et adfestumproperarent（2）  

nunciatumest Pomoranos Zutok（3）castrum obsedisse，neC audebatqulS－  

quam eisde principibus contraire．：§Igiturinvito patre multisque pro－  

hibentibus puer Martisillucirruens de Pomorabis triumphavit，；sicque  

rediens armiger victor，a patre gladio precinctus cumingentitripudio  

so11empnitatemcelebravit．；§Nequesolusilladie balteo milihlricinctus  

fuit，；sedobamoremethonoremfiliimultispatercoetaneisannadedit．；  

1）［訳注］この大祭の口は、グンプロヴィソナによれば、一○九九年八月十五口とされ  

るが、グロテ㌧ソキ、ティツ、マレナンスキ、プレジイアによれば、一一一00・午の八月  

十五日とされる。   

2）［M］二連の八苦節トロカイックの詩。   

3）［訳注］前章注（2）を参照。  

第十九章   

このようにして、ボレスワフが新しく騎士としての身分を与えられた時、  

神はポウォフツイ人において1）、将来ボレスワフを通じてどれ程のことを成し  

遂げるかを啓示されたのであった2）。すなわち、新しくボレスr7フが騎士の帯 三  
′＼  

を身に付けた時、ポウォフツイ人が大勢で一つの所に結集し、いつものやり 六  

方でポーランドを荒し回るために、三つあるいは四つの部隊に纏まって，互  

いに離れながら、夜ヴィスワ川を渡河するということがあった。翌日の明方，  

彼らは疾駆して四方に散り、無数の戦利品を奪い、略奪品を背負って、夕方、  

川の対岸に帰っていった。そこで彼らは気を許し、また疲れていたので夜の  

5   
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休息のために野営の幕を張った。しかし彼らは昔からの慣わしとなっていた  

ようには安全に休むことができなかった。というのは、キリスト教徒の保護  

者であり、またヴイギリア3）を犯した者の報復者である神は、多くの異教徒を  

滅ぼすために、わずかな数のキリスト信徒の勇気を奮い起されたからである。  

すなわち、日曜口に彼らが襲ってきた時、神は、栄光のうちに御自らの強力  

な腕によって4）彼らに対して勝利を収められたからである。この時、ポウォフ  

ツイ人は驚愕し、ボレスワフの治めてし、る間は、敢えてポーランドに侵入し  

ようとはしなかった。  

ll川  

Bolezlauoitaquemilitenoviterconstituto，；inPlaucisl）Deusrevelavit，  

quanta per eum operaridebeatin futuro2）；Contigit namque noviter eo  

militaribalteo precincto，Plaucosin unuminnumerabiles convenisse，：  

SeSequemOreSOlitoperPoloniamdiscursuros，inpartesseiunctostresvel  

IIIIabinvicem remotiusWyslamfluviumnocturnotemporenatavisse，三  

§Quisequentis dieidiluculo cursu rapido discurrentes；et predaminT  

numerabilem capientes.ionerati spoliis circa vesperam ultra retro 

fluvium redierunt，；ibique securiac fatigatinocturne quietis tuguria  

posuerunt；三sednonitasecurlquleVerunt，；sicut antiquitussueverullt．；  

§NamqueDeus，Christianorumconservator，；suequevigilievindicator3），  

；paucorum fidelium audaciamin multorum perniciem paganorum  

SuSCitavit，；quibusirruentibus dominice dieiin gloria sue potencie  

brachio4）triumphavit．ExeotemporePlauciadeosuntstupefacti∴quod  

regnanteBolezlauovidere Poloniamnonsunt ausi．；  

1）［B］ポロヴュツ人あるいはクマン人。アニノアから釆たトルコ語系の遊牧民族。一一0  

五四年よリロシアに入り、時々ポーーランドを襲った。   

Z）［M］Rom，117“iustitiaDeiineorevelatur”，『ローマC7）信徒への手紙』・¶一  
七「福音には、袖の我が啓ホされてしゝますが」   

3）［p］ここから次の事実が引き出される。すなわちポウォフツイ人は金曜日にヴィス  

ワ川を渡り、土曜日に略奪を行し、、H畷「1に敗走した。年代記作者はキリスト教の用  

語に従って、一般的に祭Hの前日をヴィギリ7と呼んでいる。この侵入があったのは、  
一一00隼か－一－0－h■年であった。   

4）［M］Luc，151‘‘fecit potenciaminbrachiosuo．『ルカによる福音書』L一一五  

－・一「土はその腕で力を振い」  

6   
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第二十章  

さて、帯剣の儀式の集会において、ある言葉がある人物によって発せられ  

るということがあった。この出来事は、我々の意図した書物の中に書き込む  

のに相応しいものであった。この人物は、次のように語ったのである。「君主  

であり、公であるウァディスワフよ、恵み探き神が今日ポーランド王国に臨  

まれ1）、あなたの老齢と病弱と祖国全体を、今日帯剣を許された騎士によって  

高くされた。騎士となったこのような少年を育て上げた母親は祝福されるべ  

きかな．／今日までポーランドは敵によって踏みにじられてきたが、この少年  

によって、昔のポーランドのように再建されるであろう」。二の言葉に、居並  

ぶ人々は皆驚き慌て、公に対する敬意から静かにするように目くぼせした。  

しかし、我々は、この言葉が無益に発せられたものではなく、予言の霊から  

降されたものと信じる2）。というのは、すでに彼の少年時代の行いの中に、ポ  

ーランドがいつか彼によって以前の位置に立ち還る3）という証が表われていた  

からである。  

（ごIIさ  

COntigit quoquequoddam a quodam fieriverbumin militaris consilio  
Cinccionis，：quOd dignum estinserinostre titulointentionis．：Domine  

dux，inquitille quidam，Wladislaue，pluS T）eus hodie regnum Polonie  

visitavitl）；tuamque senectutem etinfirmitatem totamque patriam per  

hunc hodie factummi1itemexaltavit．；Beata mater，que talem puerum  

educavit．三Usque modo Polonia fuit ab hostibus conculcata，三sed（per）  

istumpuerulum erit ut antiquitusrestaurata．；Ad hec verba omnes，qui  

aderant，Stupuerunt；et，ut Sileret pro reverencia ducisinnuerunt．；Nos  

tamen noncredimushocverbundeVanitate processise，；sed prophecie  

Spiritu2）advenisse，；quiaiamin factis eius puerilibus comprobatur，； 両  
quod Polonia quandoqtlepereuminstatum pristinum3）restauratur．：  

1）［M］Jer，5018，■■visitaboregern‥．SicuLvisitaviregenlAssur『ェレミア記』五  

○一－一八「アッシリア」側に臨んだように‥・王匝‖こ臨むだろう」。（［訳注］ウルガー  

タ聖書の訳丈とヘブライ語テキストとは大きく相違している所があ「）。ここではウル  

7  
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ガータ訳に従った。  

2）［M］Apoc1910・‥testin10niヮmenjmIesuestspjritusprophetiae，’’『ヨハネの   
黙ホ線』∴九・・O「イエフ、の正しは千言㌻の憲主なのだ」  

3）［M］2Par，2413“suscitaveruntdornumDominiinstatumpristinurn，”『歴代誌   

下』二四一一三「彼らは神殿をノ己〝）状態にしJ  

第二十一章  

しかしながら、信仰厚く、温良な人物のウァディスワフ公を我々の筆が平  

穏に埋葬するまで、今しばらく、この少年に英気を回復する休息の時を与え  

ておこう。さて、ウァディスワフ公は、ポーランドからシュチェフを追放し  

たが、かつての謀反のことを憶えてし、て、老し、と病し、によって衰えていたに  

もかかわらず、自分の宮廷に一人の宮廷伯も、またその代理をも任命しなか  

った。すなわち、すべての事柄を、自分円ら、あるいは自分の命令に基いて  

賢明に統治し、自分が訪れた土地の伯が誰であっても1）、その人物に宮廷に対  

する賦課と世話を委ねた。このようにウァディスワフは、口分の魂が永遠に  

安らぐべく 、肉の重みから脱け．出して、それに相応しい安らぎの場へと飛び  

去っていくまで、宮廷伯を置かず、ド1ら祖国を統治したのである。こうして  

ウァディスワフ公は、年満ちて2）、しかも長い病に苦しめられた後でこの世を  

去った3）。彼の葬儀は、五日間、プウォツクの郡市で司祭達とともに行われた  

が、大司教マルチンは、息子達の来るのを待ち、敢えてただちに埋葬しよう  

とはしなかった。しかし、到着した二人の兄弟は、まだ父親が埋葬されない  

うちに、自分達の間で、財宝4）と」三国の分割について大きな不和を引き起こし  

たく〕しかし、神の聖霊の恵みが与えられ、敬壕な老大司教が仲介することに  

よって5）、二人は、死者の面前で、父親が生前に発した命令に従うこととなっ  

た。ニうして、ウァディスワフがプォツタの教会で、大いなる名誉に浴しつ  

つ厳かに葬られると、息子達は父親の財産を分割し、またポ‾ランド王国を  

三〉 も生前の父親の指示に従って分割し6）、それぞれに与えられた領土を受け取っ  

た。しかし、ボレスワフは正嫡として、∃三匝1の二つの主要な首都と人l］鯛密  

な地方を領有した7）。こうしてボレスワ7は、父親の家産のうち、日分に与え  

られた取り分を継承し、騎士屑と顧問会の支持を受けて、心の徳においても  

体の力においても力強くなり8）、名声においても年齢においても有能で立派な  

β   
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青年に成長していった。  

¢1）   

Sed ad presens se puer aliquantulum alabore reficiat，；dum ducem  

Wladizlauum：piumetmansuetumvirum∴inpacenostrapennasepeliat．  

；DuxigiturWladizlauuspristinesedicionisreminiscens，；quoniaInZeth－  

eumdePoloniaprofugavit，三quamvisetatedebilisetinfirmitatefuerit∴  

unllum tamenin curia sua palatinum velpalatinivicarium prefecit．；§  

Omnia namque per seipsum velsuo coIISilio sagaciter ordinabat，；vel  

Cuilibet comiticuius provinciam visitabatl），：Curie responsionem et sol－  

1icitudinemcommendabat；§Etsicpersepatriam sine palatinocomite  

rexit，：donec spiritus eius corporea mole solutus，；adlocum debite  

mansionis perrexit，；eternaliter”permansurus；Mortuus est ergo dux  

Wladizlausetateplenus2）etinfirmitatelongadetentus31三cuius exequlaS  

quinquc diebusin urbe Plocensicum cape11anis celebrando，；Martinus  

archiepiscopus expectando‡filios sepelire non est ausus．；Advenientes  

autem ambo fratres，adhucinsepulto patre magnuminter se pene de  

divisionethesaurorum4）etreビnidiscidiumhabuerunt，；seddivinagratia  

inspirante；etarchiepiscoposenefidelimediante，5）preceptumviventisin  

presenciamortuitenuerunt．：§WladislaoigiturduceinccclesiaPloごensi  
honorifice satis ac magnifice tumulato∴thesaurorumque patrisinter  

filiosfactadivisioneregnoquePolonieviventepatredesignato6）：sortem  

uterquesuedivisionishabuit，言§Bolezlauus tamenlegitimusduas sedes  

regnlprinclpales partemque terre populosiorem obtinuit7）；Puer autem  

Bolezlauus adepta parte patrimonii，militibus et consilio confortatus，  

Cepitanimivirtutem viresquecorporisexercere8）∴cepitquefama simul  

et etateiuvenisboneindolis adolere．；  

1）［Ⅰ）］こ、二！与時の公のH廷が、絶え間ない旅行の小で移動していたことを想起すべきであ  つ  

る。   

2、）［M］Genesis3529，“Mortuusest・・・・・・SeneXetplenumdierum，”『創世記A三五  
－二九「高齢のうちに満ち止りて死に」   

3）［M］一－・○∴年′L川川‖。Balzer，Genealogiap．101．   
4）［訳注］二の「姓宝」の小に、土の地付二を象徴する土起や、了二筋が含まれていたとする  

解釈と含まれていないとする解釈とが≠存している。パルゼルは、三l川寺のポーランド  

9   



605  ．1／‥■l／．‘来、  

においては二1二胤二よる統一は政拾的課題となっていなか′ノたとして、この射て宝のl†・に   

1有二の衷草は含まれていなか／ノた、とする。グロデッキは、ニの財宝をめぐる争いの   

激しさおよびこの間堪がこl刊分割と聞達していることから、唯一の、東萬困二の公の櫓   

力をホす表輩がこの財詫の「f・に含まれていた、とする。マレテンスキは、ボレスワフ・   

クシヴウステイの政治意識がぎ1初からポーランドの統・王国形成に仙ナられていた、  

とLて、この財宝を、⊥圧lの統治椎＝Principat）を衣徽するもC／）と解釈し、ズピグ   

ニエフとボレスワ7は、この統治権の継承をめぐって争ったという見解を堤j」こしてい   

る。0．Ba】zerSkarbleciarchilL）umk（）71）nne，Lw6w1917．p．176177．R．Grodecki，   

“Zbigniew，’’p．93．K，Maleczyn’sk，Bol［：．da7J－Ky2yZt｝07LSb・，p．31．  

5）［G］大ifJ教マルチンは、臨終のJ対二ある公の尉泉グ）意志を告ホすることによって、   

争いを静めたと解することができる〕父の夕Eに際にいなか一）た息了■達は、大司教を父   

の代理人とせぎるを得なかった．1しかし彼は同時にスピグニュフに好意を寄せていた  

と思われる。  

6）［p］この分割が細部においてどのように行われたのか、について年代記作者は我々   

に情報を出憫Lみをしている。LかLこの事に散らばっている事実を注意深く見ると、  

ズピグニエフには、クヤ【ヴィ、マゾリンュを含むヴィエルコボルスカ地方、すなわ  

ちポーーランドの北部地ノブが与えられ、ボレスワフには、ンロンスク地ガ、クラコフ地   

方、サンドミュシ地方が与えられた、と推定すべきであろうG  

7）［M］ボレスワフは、この時、ヴロツワフの他にクラコフ、サンドミエシを含めたマ  

ウォポルスカ地力▲を′受け取った。  

8）［M］sallusL，Bel［um Cおti［tnae，21－Lreges・・・divorsiparsingenium．a7iicorpus   

exel－Cebant．”サルステイウス『カティリナ戦記』二一・「王達は様々であった。そ   

のある者はその精神を、他の者はその肉体を鍛えた。」  

第二十二章  

さて、この新しい騎士は、新たな戦を起こし1）、自分の敵に対して以前より  

も激しく、また以前より繁く戟を交えようとした。こうして、多くの兵士を  

召し出し、その上でより選った少数の者を率いて、異教徒〝）国の中心に攻め  

入ったのである。アルバという名の、壮麗な王都に到着した時Z）、軍勢の三分  

の一も率いず、馬から降り、いかなる城攻めの道具も、いかなる策略も用い  

三 ず、着いたその【」に、激しい攻撃と驚くべき方法を嗣し、て、人に溢れ、財豊  

± かな郡市を攻め落した3）。実際、ある人はこう言っている。誰よりも早く突入  

し、誰よりも早く城壁を登った者こそ、このボレスワフであった。と、ボレ  

スワフは、この業によって、ポモジャ八にとって全〈恐るべき人物となった4）。  

LかL、他方、味方にとっては、称賛すべき者となり、すべてのキリスト教  

徒にとっては、愛すべき老となった。こうしてボレスワフは、その都から数  

JO   
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えきれない程の戦利品を持ち帰り、またその城壁を崩して平地に戻した。  

¢2）BOLESLAUS EXPUGNAT  
ALBAM URBEM REGIAM  

Novusigitur nova bellal）milesincipit renovare，；hostesque suos  

COgitatacriusetfrequentiusprovocare．；§Convocataitaquemultitudine  

bellatorum：cumpauciselectispenetraVitmeditulliumpatriepaganorum．  

；§Cumqueadurbemregiametegregiam，Albamnornine，PerVenisset，2）  

：nequepartem terciam suiexercitus habuisset，；equo descendens，nul－  

1uminstrumentum eXpugnandivelmachinamenturn adaptavit，；sed  

violenterac mirabiliter urbem opulentam et populosam die quavenerat  

expugnavit3）；§Dicunt etiam quidam eum primum onmiuminvasisse，…  

eumqueprimum propugnaculaconsccndisse．；Exquofactoterribilisper  

nimium extitit Pomoranis4）；sulSquelaudabilis et amabilis omnibus  

Christianis．；De civitate autem predam innumerabilem asportavit，；  

munitionem vero planitiei coequavit. i 

1）［M］Verg．，Aeneis，Ⅵ820，“Novabe）1amovens，”ヴュルギ1）ウス『アユネイス』  

人一八二O「新たな戦を起こし」。   

2）［P］「アルバという名の都」〈ペルセンタ川に治ったヴイアウォかレドBiatogard。  
年代記作者は、ラテン語でアルバ・レギア（「白い⊥都」）と呼ばれるハンガリアの土  

の白い城Biatogr6dに従って、この都市を「王都アルバ」と呼んだ。   

3）［～Ⅰ］この遠征は、一一一0∴年の秋に行われた。   

4）［M］Psalmi，954．“quia magnus Dominus etlaudabilis nimis terribilis est  
SuPerOmneS deos．”『詩編』九五（（合同訳』九六）「－－四「偉大なる主は称賛され  

るべき九 あらゆる神々を超えて、最も畏るべき方」  

第二十三章   

しかしながら、多くの事柄には今は言及せず、しかるべき場所で取り扱う  

こととして、ボレスワフの結婚と1）、ボレスワ7大王にも匹敵する彼の贈物に  

ついて物語ることとしよう。   

さて、法王パスカリスニ世2）によってローマで聖別されたクラコ7の司教バ  

ブJ   
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ルドゥィンは3）、この法王がボレスワフの血縁者との結婚を許すように4）、こ  
′そトリア  
の国の信仰上の未熟さを指摘し、この結婚の政治的必要をロ】マに勧告した。  

その結果、ローマの司教座はその権威によって、この結婚を慈悲深く扱い、  

教会法に拠らず、慣行にも拠らず、個々的な例外として、これを認めた。し  

かし、我々は、宗教上の罪について論ずるつもりもないし、また正義を論ず  

るつもりもない。ただポーランドの諸∃三と諸公の功績について拙い言葉で物  

語っているにすぎないのである。結婚式の前の八日間、また八日間の結婚式  

の後の八日間、戦好きのボレスワフも贈物を与えるのに忙しかった。衣の付  

いた金の嫁取りのある毛皮や皮革を、諸公には外衣や金銀の器を、他の者に  

は都市や砦を、またその他の老には村や土地を与えた。  

（姻   

Sedpretermissispluribussuolocoretractandis，；denupciisrcferamus  

eiusquel）donisBolezlauimagniregismuneribuscomparandis．；Quatenus  

autem hoc a Paschalipapa secundoZ）concessum fuerit，：quod nuptias  

istasdeconsanguinitatelicuerit4）；Balduinus3）Cracouiensisepiscopus∴  

ab eodem papa Rome consecratus，；fideiruditatem‡et patrie  

necessitatem；intimavit，；sICqueRomanesedis auctoritas，utfertur，hoc  

COnlnglummisericorditer，；noncanonicenecusualiter，SCdsingulariter；  

COllaudavit．；§Nosautemdepeccatotractareveliustitiamateriamnon  

habemus，：sed res gestas regum ducumqne Polonie sermone tenui  

recitamus∴OctosiquidemdiebusantenuptlaS；totidemquepostnupciar－  

umoctavas三belligerBolezlauusdaremuneranonquievit，§aliisscilicet  

renonesetpellespalliiscoopertaS‡etaurifrisjisde】imbatas∴prlnCipibus  

pallia．；vasaaureaetargentea，；aliiscivitatesetcastella，；aliisvillaset  

predia．；  

1）LM」ボレスワフとキエフ公シフィアトペウクの娘ズビスラヴ 7との結婚は、ポーラ  

ンド側の史料によれば、一一一○∴午二J仁二右．f1に子fわれた、とされ、ロシア側の史料  

『原初年代記』によれば、一・一○二年十－・月十六日に行われた、とされる。   

2）［P」パスカ斗トスニ1軋ン法1二在位は－一○九九年から－一▼一一八年まで。   

3）［P］クラコフii】教パルドゥィンはイtイ・トーー○三年から－－一○九年まで。   

4）［M］ズビスワヴァの祖父イジスワフは、オジミュシ復興公の株を妻に迎えている。  
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第二十四章   

この時、彼の兄スピグニュフは、弟の結婚式に招かれていたが、その出席  

を断り、ポモジャ人とボヘミア人に対して友好の同盟を結び、式が催されて  

いる時、ボヘミア人に対して、ポーランドに侵入するよう唆したと言われて  

いる1）。このボヘミア人は、ヴロツワフ地方を荒し回り2）、戦利品と捕虜を劫  

掠して火を放ち、この地方に永年にわたる重大な損害を与えた。これを聞い  

て、疲れを知らぬボレスワフは、士国の荒廃ということよりも、兄弟関係が  

破られたことに腹を立て3）、使者を妃のもとに遣わして尋ねた。「なぜ私にそ  

んなことをしたのか。どこで私があなたを傷つけたのか。」と。ズピグニュフ  

はそれに対して、「そのようなことは知らなかったことだ。」と応え、幾分娩  

曲な言い方で、この恥ずべき行為に対して、自分は潔白であると断言した。   

ボレスワフが、敵のチェコ人やポモジャ人と断え問なく戦い、自分に与え  

られた領地を侵入者から勇敢に奪い返していた時、ズビグニュフは、困って  

いた自分の弟に、請われていた援軍も与えなかったばかー）か、こともあろう  

に、弟の敵に対して同盟と友好の絆をひそかに結び4）、彼らに、兵士の替りに  

金銭を援助とLて差し出していた。しかし戦好きなボレスワフは何度も使者  

を通じて、また直接に会って、話し合いをし、兄弟の愛をもって、ズビグニ  

ュフを諌めた。すなわち、父親から継承した国の敵と、公然と、また秘かに、  

友好の絆を結ばないように、と。またこれによってポーランド王国に大きな  

不和を生み出さないように、と。それに対してズピグニュフは、賢〈、また  

穏やかに応え、弟の怒りと諸公の憎しみを静めた。しかし、この点について  

は引き続いて別の所でより詳しく述べることとし、今はボレスワフの騎士の  

業について物語ることとしよう。  

帥  

Interea Zbigneuus；frater eius，；quivocatus ad nuptias fratris venire  

refutavit，；cum Pomoranis et Bohemis amicitias federavit：et dum  

nuptie fierent，ut ferunt，intrare Poloniam Bohemos animavitl）∴Qui  

Bohemi per provinciam Wratislauiensem discurrentes2）；et predas  

J3   
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CaptlVOSqueCOlligentes；etincendiafacientes，三pluribusannisdampnum  

illiregioni（et）nocuumintulerunt∴§QuoauditoinpigerBolezlauus，1icet  

magisdevi01atafraternitate3）；quamderegnidepopulatione：dolucrit，：  

misit tamenlegationem fratri，Cur hoc sibifecerit，；velin quibus eum  

Offenderit．：Zbigneuscontra setale quidnescivisserespondebat，；seque  

innoxium talis flagitiiquibusdam circumlocucionius asserebat．；§Cum－  

queBolezlauusassiduecumhostibusetBohemisetPornoranisdimicaret，  

…sueque divisionls porcionem abinvasoribus viriliter expugnaret，；  

Zbigneuus fratrisuolaborantinecinvitatus auxiliumimpendebat，；in－  

Superetiarncumhostibusfratrisoccultefedusetamiciciam4）coniungebat  

；et pecuniamillis pro militibusin subsidiumtransmittebat．；§Etcum  

frequenter eum belliger Bolezlauus etlegatis et colloqullS COnVeniret，；  

fraterna karitate commonendo，ne familiaritatem et amicitiam cum  

hostibus paterne hereditatis palam velclanculoiniret，三unde magnum  

regrlo Polonie discidium eveniret,iille econtra sapienter et pacifice 

respondebat三et sic fratrisiram et principuminvidiam temperabat．：  

Seddehocpleniusinaliolocosubsequenterdisseramus；etinterimgestis  

Bolezlauimilitaribus alludamus．i  

l）［M］ボヘミア公ポジヴォイ、モラヴィア公シフイエントペウクとのl司盟の下に行わ  

れたズビグニュフのポーランドヘの侵人の年は一一－○二年であった。  

［訳注］『コスマの年代記』第三巷第十六単にこの事件に関する、以卜のような記述  

が残きれている。‘‘annodominicaeincamationisllO3Sbignewpostobitumpatris  
mox contra fratrem suum sumit arnla．et PrOmittensI光Cuniamassociatducem  

Borivoy sibiin auxilium．Quistatimmisit post Zuatoplukin Moraviam，et  

convenientes simulcastra metatisuntiuxta oppidum ReceIl．Quod audiens  

Bolezlaus mittit pedagogum suum Skribimir，et rOgat ducenlBorivoy ut sit  
memor affinitatlS，Se SibiperIuditam，eiussororem，dicit proplnqu10rem；et  

insuper offert ei ad manum 10 marsupia 1OOO marcis plena. O pecunia tocius 

maliregina，fraudisamica，fideihostisetinimicalTuiusticiamcomprimis，reCta  
iudicia subvertis．Te corruPtiGrabissa et Protiven，ducis Borivoy consiliar江  

compelluntipsumducemfidemSbignevprolllissamabrluere．Quistatinaccepta  
pecuniareversusestudpropria．”「主の降誕の年から数えて一p・一○三年に、ズピ  

グニュフは、父の没後ただちに自分の弟に対して武器を取り、ポジヴォイ公に、金銭  

を約して援軍を求めた。ポジヴォイはただちにモラヴィアのシフイエントペウクに使  

者を送り、軍勢を合わせて、リッチェの砦の近〈に陣を張ることとなった。このこと  

を聞いたボレスワフは、汀分の教育係スかしど三ルを派遣して、ポジー∵ォイ公に、自  

分との親戚関係を思い出して欲Lいと懇願した。すなわち、ポジヴォイの姉ユデット  

を通じて臼分とポジヴォイはより近い姻戚であると主張し、さらに、彼に一千マルクの  

J4   
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金貨で満たされた一一○仰の財布を丁・渡した。ああ、金銭よ、すべての悪事の女二仁よ、   

友を裏切る者よ、イ三組の敵よ／汝は止義を抑しつぶし、正しい裁きをくつがえす。汝  

によって買収されたポジウ、ォイ公の顧問グラヴィッサとプロティベンは、公に対して、  

ズピグニュフとの約束を放こ来するように強いたのである。ポジヴォイは、金を受け取  

るとただちに汀分の国に帰っていっ穴∴」  

2）［M］Esth．810．“quiperomnesprovinciasdisurrentes，．’『エステル記』ノし一   

O「すべての州毎に散っている」しウルガータ聖書のテキストに拠る。）  

3）［M］Juvena】，Sat．XIl16．”descelereet fjdeiviolatecrimine．”エペナーリス   

『諷刺詰』仁÷巻六「‖漕とイ．手相を裏切った罪について」  

4）［M］Sallust．Bellumlugurthinum．8り4”1egatos Romam miserat foedus et   

amicilianlPetitunl．”サルステイウス『ユグルタ戦記』八○川「ローーマに使節を派   

遣し、同盟と友好を求めた」  

第二十五章 ポーランド人、モラヴイアを窺掠す   

さて、戦好きのボレスワフは、ボヘミア人の不義不正を罰する者として、  

モラヴィアに三部隊の軍勢を送った。彼らはちょうど主の復活 祭の週に行軍  

し1）、略奪と放火を行ったので、その行為に相応しい報いを受けた2）。という  

のは、これ程にも神聖な祭日への敬意を欠いたからである3）。事実、モラヴィ  

ア公シフイエントポウクは4）、ポーランド人が囲に帰ろうとしていた時、強力  

な騎士の部隊を率いて彼らを追跡した。そしてもしも戦利品の傍を歩兵が先  

陣として行軍していなかったならば5）、シフイエントポウクは彼らからこの品々  

を奪い返したであろうといわれている。他方、ポーランド人は、戦の用意を  

整えたモラヴィア人が、決然として近づいてくるのを見て、逃亡よりも武器  

に信頼を置こうと意を決した。そこで双方にとって激しい闘いが始まった6）。  

この戦は、それぞれの陣営に極めて大きな損害をもたらすことなしには終ら  

なかった。すなわち、緒戦では、モラヴィア公シフイエントポウクは、モロ  

シアの猟犬に発見された猪のように7）四方に湾曲した歯をむき出して激しく打 三  

ちかかり、ある者を殺したかと思えば、他の老の内臓を引きずり出し、息を 互  
－ヽ  

切らLて猟師が新手の大の一群を率いて苦戦している大連のところにやって  

くるまで、一歩も後退せず、また敵に損害を与えるのを止めようともしなか  

った8j。このように、はじめのうちシフイエントポウクが、戦利品の荷を負っ  

たポーランド人に対して、迂回した側道を通って先回りしたので、もしも騎  
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士の部隊が全力をふりしぼって追跡者の恕りと思い上ー）を打ちのめさなかっ  

たならば、シフイエントポウクはほとんど凱旋的な勝利を収めていたであろ  

。   

今や兜を打つ剣の響が山の窪地や生い繁った森に獅し、9）鉄片のfj■ち出す火  

花が大気の中を飛び散り、‖）り再に打ち当った槍が騒しく苦を立て、胸が打ち破  

られ、断ち切られた手や首や胴が野に震えていた。そこにマルスの野があり、  

ここにフォルトナが戯れている11）u   

最後に双方とも疲れ果てて、倒れた騎士の損害も等しくなったので、モラ  

ヴイア人も快勝というわけiこいかず、ポーランド人も不面目の印を蒙ること  

もなかった12）。   

その他ではまたジェリスlノフ伯が、身を被う盾を支えていた手を失った13）。  

しかし伯は雄々し〈、そのナを断ちり」った省を殺し、失ったものにたいして  

報いを果したのであった。そこでボレスワフは彼に敬意を表し、肉の手の代  

りに黄金の手を作って彼に贈った。  

（25）POLONIVASTAVERUNT MORAUIAM  
Igitur belliger Bolezlauus，iniurie Bohemorum vindicator，treS aCies  

mi1itumin Morauiam transmisit，quiinipsa ebdomada dominice  
resurrectioIlisl）euntes三et predam etincendia facientes，；dignam pene  

suis factis recompensationeminvenerunt，2）quia tante s（〕1lempnitatis  

reverenciaminfregerunt3一，；NamSuantopoIc4）duxMorauiensiscumacri  

militumaciepersecutusesteos，Cumredirent∴etabstulisseteispredam，  

ut aiunt，nicuInea peditesanteirent．5）VidentesautemPoloniMorauien－  

sesadbellum preparatosfiducialiter propinquare，；noncogitantinfuga  

Sedin armis suam fiduciam collocare．；§Igitur utrimque bellum acer，  

rimuminchoatur6），；quod nonsine dampno gravissimo partibus slngulis  

terminatur∴In primo namque conflictu SuatopoIc，dux Morauiensis，  
五  
五 Sicut aper molosisindagatus．7）scilicet undique curvo dente percuciens，  

aliosperimit，；aliisviscera fundit，…nec prius gradum figit，；velfacere  

dampnun desistit，8）donec venator anhelus cum alia turba canum suis   

laborantibus occurrit§Sic primum SuatopoIc Polonos onustDS preda  

Circumflexo tramite precedens pene triurnphaliter oppressisset∴ni  
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militarisaciestotisviribusglomeratairaminstantispariteretaudaciam  

repressisset∴§Tunc quidem tinnitus de galeis percussis per concava  

montium condensaque si】varum resonant9）三Ignis scintille de ferro per  

aeramicantlO）．三hasteclipeiscollisecrepant，；pectorascinduntur，manuS  

et cervices corporaque truncata per campum palpitant．Ibicampus  

martialis，ibifortunaluditll）§Adextremum adeosuntutrimquefatigati  

三etin dampno peremptorum militum coequati，；quod nec Morauienses  

letamvictoriamhabuerunt∴necPoloninotaminfamieincurrerunt．12）；§  

IbiquoqueZelislauus13）comesmanum，quaClipeocorpustegebat，amisit，  

；quam amissam statim viriliter abscisoreminterimens vindicavit．；§  

Dux vero Bolezlauus ob honorem sihi pro carnea manum auream 

restauravit．；  

＝［訳注］グン7Uロヴィ、ソナやマレナンスキは、この時期を一h一○三年三バニトニ日か  

ら二十八日としているか、グロテ㍉ソキは－一・○四年川上i日則から二、l二日まで、とし  

ている。Maleczy自ski，Boleslau，K］7yu，（）uSLγ，P．55．Gumplowicz，Zur Geschchi［e  

fblens．p．512，Grodecki，Gall．p．121．   

2）［M］sal】ust，Bellum Catiltnaビ，556rtdjgmlrn mOribus factisq11e Sujs exitum  
vitaeinvenit，”サルステイウス『カティナリナ戦記i五ji－六「r自分の性格と行為  

に相応しい仕方でこの世ニの最期を迎えた。）」   

3）［M］すなわち年代記作者ガルにおいても、祭l1に戦闘を行うことが、キリスト教徒  

に対しても否認されているのである。   

4）［p］モラヴィ7公。後に「一○七年から－一一○九革までチェコ公（ボヘミア公、）と  

なる。   

5）［p］ボレスワフ・クシヴウステイの軍隊は、とりわけ国境を越える出征の場合は主  

として騎兵から成り立っていた。   

6）［B］この戦闘は、おそ↓－ブくトロパウ近郊のグレーツの近くで行われたであろう。   

7）［B］モロシア人とは、トドナ近辺の東部エビルス地方の遊牧民であった。羊の群を  

守る彼らの猟犬は、有名で、ナ】▲代の詩人達によノブて賛美されている。   

8）［訳注］この文章の修辞について、プレジアは、年代記作勘こおける古典古代文学の  

影響を指摘Lている。すなわち、この簡所の文章は、古典占‘代の叙事詩に範を取′ノた  

ものであり、作者のナ∫■典への知識はそれ程深くはないが、文章そのものは、確実に十  
二世紀ルネサンスの特徴を帯びたものである、としている。M，Plezia．Kl・OmikaGalla 土  

n仔／le historiogrqfiiXIILL，ieku，krak6w1947．p．127．  五   

9）二訳注］プレジ7は、この文章の修辞的技法として、擬声語の多用を挙げている。 匹Ⅰ  

”tintinnitus．”trscinti】1ae””scindLlntur’川pa7pitant”かそれである。  

10）二M］’tlgnisscinti】1edeferroperaeramicant，”は、二度韻律法を犯しているが、  

ダクチェロス・へクサメトロ（六詩脚）の詩。  
11）［M］Statius，Thebaid XIト35：■Sepeetiamhostiles，1usitFortuna parumper，  
deceptiflevereviros”スタティウス「Lばしば敵対している者達は欺かれて－フ  
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オルトゥナがしばらくの間戯れた－一頃いた。」  
12）［訳注］『コスマの年代記』第三巻十六章に、次の記述があり、ポジヴォイに虫切ら  

れたシフイエントポウクはポーランドの各地を放火し土地を荒したと言われている。   

「（ポジヴォイはボレスワフから提供された）金を受け取ると、自分の匡＝二帰ってし  

まった。シフイエントポウクは、一オボルの令も受け取らなかったので、激しく怒り、  

次のように述べて退却していった。といわれている。『我が怒りの火を荒廃によって   

静めよう。』」’一Quistatim accel〕ta peCunia reversuses［ad propria，et quja nec  

unum obulum dedit Zuatopluk，indignatus Yalde et succensusira discedens  

ferturdixisse：Incendium meumruina extlngLlam．’  

13）［訳注］今Rまで、その人物の出身については不明である。  

第二十六章   

さらにボレスワフ自ら、モラヴイアに押し入ったことがあった。しかしそ  

の知らせを聞いたその地のすべての農民は、家財を持って砦に避難した。し  

かし、ボヘミア人とモラヴィア人とが集結していたにもかかわらず、ボレス  

ワフは、放火という手段によって、そこで行った他の攻撃よりも大きな損害  

を彼らに与え、しかも自らは一度も攻撃されることな〈帰還した。しかしな  

がらボレスワフは、ボヘミアへの困難に満ちた侵攻を成し遂げたことを評価  

され、小さくない栄誉を獲得した。事実、モラヴィアは、ポーランド側にと  

っては、険阻なU」と深々とLた森に隔てられ、おとなしい旅人にとっても、  

軽装の歩兵にとっても危険なところであり、全〈骨の折れる土地であると考  

えられていた。モラヴィ7人自身、ボレスワフの侵入をずっと前から知って  

いたにもかかわらず、敢えて平原で彼と戦を交えようとはせず、またボレス  

ワの侵入と帰国の際に、険しい道で待伏せして抗戦するということもなかっ  

たのである1）。  

（姻  

Itemipse Morauiamintravit，；sed cunctis rusticis audita fama in  

municionibus cum prcda receptis，；licet Bohemis et Morauiensibus  

COngregatis，；incendio maiori，quam alio dampnoibifacto，tamen  

inpugnatus remeavit，；in quo facto tamen difficultate reiperpensa non  
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ParVam gloriam acquisivit．；Nam de parte PoIonie Morauia arduitate  
moncium；ac densitate silvarum adeo est obstrusa，：quOd et pacificis  

viatoribus（itinera）：ac peditibus expeditis periculosa videntur ac per  

nimium onerosa∴§Ipsietiam Morauienses adventum eiuslonge ante  

PreSCientes，nOnSuntauSicum eopreliumcampeStreCOmmittere，neCin  

itineris difficultate salteminsidiisintrantivelexeuntiresistere．1）．：  

1）［訳注］この出征の年代については、グンプロヴィッチは－一一○四年としているが、  

マレナンスキ、プレジアは一－′・○三年としている。Gump】owicz，ZurGesch．Polens．  

p．5152．K．Maleczy貝ski，B（7lL－S［aw K77yWOuSれp．55．  

第二十七草   

こうして、十分な名声を手にしてボレスワフがモラヴィアから帰って〈る  

と、ヴァロという名のポヴューの司教が1）、ローマ司教座の使節としてポーラ  

ンドにやって来た。彼は、ボレスワフの力に支えられ、公止への熱意にあふ  

れて、教会法にもとづ〈裁きを厳格に下し、即座に二人の司教を罷免した2）。  

しかし誰も懇願や代価によって彼らを肋けようとはしなかった。こうしてロ  

ーマ司教座の使節は、恭しい歓待を受け、教会法にもとづ〈司教会議を催し、  

使徒による祝福を授けてローマに帰った。   

戦好きのボレスワフは、再び敵を討つべ〈戦場に出かけていった。  

¢7）   

EoitaquedeMorauiasatisglorianterredeunte，・；Romanesedislegatus  

；Walo nomine，；Beluacensisepiscopusl），；Poloniam advenit，；quicum  

virtute Bolezlaui，Zeloiustitie tantum canonice districcionis rlgOrem  
exercuit∴quodduosepiscoposibinullovelprecevelpretiosubveniente  

deposuit2）；§SedisitaqueRomanelegatoreverenterhonorato，；concilio－  

que canonice celebrato，；missus apostolica data benedictione，Romam  

rediit，；belligervero Bolezlauushostessuosinpugnaturusadiit．；  

1）［P］ヴァロWa】0グT7．7ロGwa】0。北7ランスのヴォヴュ Beauvaisの  
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教で在職は－一一00年から－▲一○四年。法上使節としてポーランドに滞在したのはお  
そら〈一一○三午の春である。  

2）［訳注］罷免された－i」教の名前は、椰定されていない。ドゥゴーンの推定によれば、   

そオLは、クラコフ司教バルトウインBa）dwinの前任弟子ェスワフCzes‡awであっ   

た、という。ドゥゴーシはこの事什を、グレプリウスの教会改革の一つ、聖職叙任権   

をめぐる闘争の一環と解し、ボレスワフ・クシヴウステイを、グレゴリウス改革を支   

持し、ローマのiil教権との関係と強化する政策を経めた人物と解している。グロテッ   

キは、この子ェスワフを罷免したのは、ボレスワフ・クシヴウステイ「j身であったと   

する。そしてチェスワフが聖スタニワフと同じ氏族の署であり、しかもズピグニエフ   

に好意を持つものであったする見地から、チェスワフからパルドゥィンへのクラコフ   

舟教の交替は、ボレスワフ・クシヴウステイとズピグニュフとの村二、上の一つの帰結で  

あったとする。  

ただし、今tほでの研究史の小では、教鼠使節によってチェスワフが罷免されたと  

されるドゥゴーシの説は修止二をせまられているJすなわちクラコフ司教がチェスワフ   

からパルドゥィンに交替したのは、▲・一○二牛の三」1であり、教皇使節がポーランド   

に到菊したのはIrり年の川月以降であるかごっ、使節かポーランドに到着する以前にチェ  

スワ7は罷免されていたとされている（K．Malecznski）。首巨免されたのは、ドイツ   
人の司教で、ポズナニの了i］教へンIj・ソク、クルシヴィッツアの司教へ－ベルハルトで   

あったとする説が提亡11されている（Z．Koz‡owska－Budkowa，Repertorium．nr，14）。  
なお、ドゥゴーシの『ポーランド年代記㍍和町巻の一一一○四年の動こは次のような  

叙述が存在している。  

「教皇パスカリスニ世の使節は、法LⅧり近の使者の権限を滞びて、ボレスワフがモ  

ラヴィアの出征から帰った時にポーランドに到着した。使節は、ボレスワフから恭し  

く迎えられ、教皇の指図に従い、ボレスワフの支持と励ましによって、ポーランドの   

教会の監察を行い、罪を犯したグニュズノ州の二人のifJ教を厳し〈罰し、罷免宣告の  

判決によって、彼らをiり教座から追放した。しかしながら、彼らが誰であり、どの司   

教座を司っていたのか、については、あらゆる年代記を種々調べト正確に探求したに   

もかかわらず、思い出すことができなかった。しかし、ある程度の確かさをもった推   

測をすれば、次のようであるrすなわち、罷免された司教のうちの一人は、チェスワ  

フである。彼は、クラコフ司教であったが、その地位は、ポーランド公ウアデスワフ   

によって与えられたものである。しかしそれは教皇の権限によって確認されたもので   

はなかったのである。“SummipontificisPascha］isseeundinunciuscumpotestate   

legatide】atere、Gwaldo episcopus Belwaczensis h Poloniam Boles】ao de   

Moravicaexpedicioneredeuntjvenit．QuiaBoleslaocomiterexceptus，Polonica   

Visitata，prOut a SummO pOntificeiussus erat，Ecclesia et，rigoremiusticiein   

SCeleratas，ducisBoleslaii］1umanimanteaeuentequeassistencia，duosprovincie   

Gneznensis episcopos culpa exigente dampnavit et suis per sentenciam de－   

posicionisprivavit sedibus，Quitamen hiifuerint et quarum eCClesiarum ePis－   

COpl，Vario et diligentiinquibus】ibet annalibus scrutinio factoleglSSe me nOn   

meminerim．Reor tamen ex coniectura evidenti，quOd unus episcoporum de－   

POSitorum fuit Czyslawus，quiCracoviensem episcopatum nulla summi   

pontificis auctoritate，Sed sola ducis Polonie Wladislaidonacione detinebat．‖   

（Dlugosii，Annales，Warszawa197O．p，217，）  
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第二十八草   

さて、グローグフ1）にl坤ナて軍勢を日貨したボレスワフは、一人も歩兵を用  

いず、ただ選りすぐった騎上と良馬を引き連れ、夜も昼も荒野を進み、五日  

間は兵士の疲れや飢えにも心を配らなかった。やっと六¶目になり2）、過の第  

六R、聖餐式が行われ、兵・上達もl瑚寺に食物を取ることによって体に力をつ  

け、星を導きとしてコルベルクに到着した3）。ボレスワフはその前夜、聖マリ  

アの時癌の儀式を行うように命じ、次いでl買習に従って円ら敬虔な心でそれ  

を拝した。土曜‖になり、朝の光が射し始める頃、彼らはコルベルクの町に  

近づき、異教徒に知られないように、近くの川の橋も浅瀬もない所を4）危険を  

犯して渡り、ポモジャ人が偶然これを見つけて備えのない味方に打ちかかる  

ことがないように、隊を整え、昔後に援軍として二部隊を残して5）、冨に溢れ  

保見で固められた都に一斉に攻め入ろうと構えた。その時、一人の伯がボレ  

スワフに近づき、退却すべしと息苦したが、ロ朝りの声を浴びて立ち去った。  

ボレスワフが簡潔な言葉で味方の者を励ますと、これらの言葉は兵士達それ  

ぞれに大胆な勇気を呼び起こした。ボレスワフは言った。「騎士達よ、もしも  

私が諸君達の鍛えられた勇気と潔さをよく知らなかったならば6）、決してあの  

ような人部隊を後に残しておかなかったであろう。またわずかな手勢だけで  

海岸にまで攻め入ることはなかっであろう。今や我々の味方から援軍を期待  

することもできない。  

背後には敵、逃亡の道のりは長し7）、  

我等ただ神と武器だけに信を置かん8j  

こう言って、ボレスワフは都に向けて疾走した。というよりはむしろ飛期  

していったように見えた。こうして、ある者は多くの戦利品を、またある者  

は町の占領を心に思い浮べた。そしてもしもすべての兵士が一人の如く一斉 6  

に侵入したならば、疑いもなくそのF二lに、輝くばかりのポモジャ人の大都を  

占領することができたであろう⊂）しかし城外の移しい富と戦車l」品が騎士の勇  
フォルトウナ  

気を旨目にし、このようにして運命が自らの町をポーランド人から救ったの  

である9）。ただわずかな潔い騎．t二達だけが富よりも名誉を重じ、槍を放ち刀を  

2J   
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枚いて橋を渡r）、郡のF判こ達したが、大勢の町の住民に押し返され、結局は  

退却せぎるを得なかった。他力■、ポモジャ公は10）、ポーランド人が攻撃してき  

た時、まだ城内にいたが、全軍が攻め寄せてきたのではないか、と恐れて別  

の門を通って逃げ去ってしまった。それに対してボレスワフは、同じ場所に  

留まらず、勇敢な騎士としての役割と鋭敏な司令官としての役割とを二つな  

がら果し11）、苦戦している者の近くに現われたかと思うと、同時に戦局の動向  

を洞察した。とかくする内に、ある老が別のPlに、またある者がさらに別の  

門へと押し入り、またある省は捕虜を捕え、またある者は、海から運び込ま  

れた財宝を略奪し、またある者は少年・少女達を外に連れ去った。それゆえ、  

ボレスワフが自分の兵士達を呼び集めることができたのはやっと夕刻になっ  

てからであり、しかも威嚇を絹いてしかそれを行うことができなかった。こ  

うしてボレスワフは騎卜上を呼び戻し、城外近郊の土地を略奪したあとで、老  

ミハウの忠告に従って2）、まず建物のすべてを焼き尽し、それから城壁の外へ  

と退いたのである。   

野蛮な部族達はすべて、この．■11来事に戦一慄し、激しい恐怖に陥った。こう  

してボレスワフの名声は、広く、また遠くまで広がっていった。また、そこ  

から占い歌が生れた。その歌には、ボレスワフの勇気と大胆さが次のような  

言葉で巧みに称えられている。   

いにしえびと  
古 人が運びしものは  

塩付けの 臭み放つ魚  

その子等が今運びつつあるは  

いさな       鮮かな、舞い上る磯魚  
我が祖父等は、始めてその都に攻め入りしに  

十等は、嵐も、海鳴りも物ともせず  

我が祖父等は、鹿や猪、山羊を山に追いしが  

子等は、海の怪や、水底に眠る宝を追い求む13）  

錮  

1giturin Glogoul）exercitu convocato，nullum peditem，Sed milites  

tantumelectos，：equosquepreclpuOS：duxitsecum，neCeundoperdeserta  
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dienoctuquelaborivelesurieicontinuisqulnquediebussufficienterindulA  

sit．Sexta die tanden sextaque feria2）；communicatisunt eucharistia，；  

refectiparitervictuo corporeo，；Cholbreg3〉veniunt ductu sidereo．：§  

PrecedentinocteBoIczlauusofficiumfierisancteMarieconstituit，；quod  

postea usu pro devotione retinuit．：Die sabbato，aurOralucescente，ad  

urbem Cholbreg propinquantes，三fluviumque proximum4）sine ponte vel  

Vado，ne preSCirentur a paganis，Cum periculo transeuntes，；agminibus  

ordinatis，；aciebusque retro duabusin subsidio collocatis5），ne forte  

Pomoranihoc prescirent，；eosqueincautos adirent，：urbem opulentam  

divitiis，；munitamquepresidiis；unanimiterinvadereconcuplSCunt．Tunc  

quidamcomesadBolezlauumaccessit，；datoqueconsiliorevertendicum  

derisione recessit．：§ At Bolezlauus suos breviter adhortatur，‡unde  

qulSqueSatisadaudaciamprovocatur．：Nivestram，inquit，mi1itesexper－  

tam probitatem et audatiam habuissem6），三nequaquam r・etro tantam  

meorun multitudinem dimisissem，；nec cum paucis usque ad maritima  

pervenissem．：§Nuncverodenostrisauxiliumnonsperamus；  

Hostesretro，fugalonga，Sidefugacogitamus7）  

1n  

Deo tantum etin armisiam securiconfidamus8）  

Hiis dictis ad urbem potius volare quam currere videbantur，；quidam  

tantum predam，quidam urbem capere meditantur．；Et sicunctisicut  

quidamunanimiterinvasissent，；illadie proculdubio gloriosam Pomor－  

anorumurbemetprecipuamhabuissent．：Sedcopiadiviciarumpredaque  

Suburbiimi1itumaudaciamexcecavit，：sICquefortunacivitatem suam a  

Polonisliberavit9）．；Paucitantum probimilites gloriam divitiis prefer－  

entes，emissislanceis，pOntem eXtraCtis gladiis transierunt，；portamque  

Civitatisintraverunt∴sed a civium multitudine coartati，；vix tantem  

retrocederesuntcoacti．；lpseduxetiamPomoranuslO）illisadvenientibus  

intus，；erat，timensque totum exercitum advenire，per aliam portam  

effugerat．；At Bolezlauusinplger，nOnin unoIoce consistebat，；sed  

Officiumsimulprobimilitisacstrennuiducisexercebat，11）；suisvidelicet  

laborantibusoccurrebat，；simulquenocituravelprofuturaprovidebat．i§  

Intereaaliialiamportametaliialiaminvadebant，；aliicaptivosligabant，  

ユ‘7   
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；aliimarinas divicias colligebant，；aliipueros et puellas educebant．；  

Igitur Bolezlauus milites suos，quamVis tota die fatigatos assultando，三  

vixtandemeoscircavesperamrevocarepotuitcomminando；§Militibus  
itaque revocatis ac suburbio spoliato．；recessitinde Bolezlauus magnl  

Michaelis consilio extra muros，Omniprius edificio concremato．；§Ex  

quofactonaciototabarbarorumconcussavehementerexhorruit，‡fama，  

queBolezlauilongelatequedilatatapercrebruit；§Undeetiaminprover－  

bium cantilena componitur，；ubisatisilla probitas et audacia  

convenienter extollitur∴inhec verba．  

Piscessalsosetfetentesapportabant alii，  

PalpltanteSet reCenteSnunCappOrtantfilii．  

Civitatesinvadebantpatresnostriprimitus，  

rIiiproce11as non verentur，nequemaris sonitus．  

Agitabant patresnostricervos，aprOS，CapreaS，  

Hiivenanturmonstramariset opesequoreas13）  

1）［B］グヴォーグ7Glog6＼lr。ブロツワ7北西のオドラ川の左岸の都庁J。   

2）［訳注］この出彿については、グンプロヴソナは、‥－一○五年のこととしているか、  

マレナンスキ、プレジアはp一一○1年のこととしている。Gumplowicz．ZurGeschichte  

Iblens．p．50．Maleczl′n’ski，BuleslaLt，K7り・椚別項P，97，   

3）［訳注］コウォ7JジュグKo‡obrzeg。ポモi；L地方の、バルト海に面した都rTl。コ  

ウォブジュクとグウォーグフの酢離は∴八（⊃キロメートル。   

4）［p］おそらくパルセンテ川Parseteであろう。   

5）［M］Sallust，Bellum Catilinae，593“reliquarum signain subsidio artiuscolr  
locat．”サルステイウス『カティリナ戦記』九九三「残りの部隊を援軍として、よ  

り近いところに配置する」   
6）［M］Sallust，Bellum Cattlinae202．“Nivirtusfidesquevostra spectata mihi  
forent，nequiquamopportunarescecidisset．”サルステイウス『カティリナ戦記』  
二○∴「もしも諸君達の確かな勇気と信輔か私にリ▲えられていなかったら、大きな  
吋能性は決して開かれなかったであろう。」   

7）［M］二連のノし洋節トロカイックの詩。   

8）［九1］二連の八斉節トロカイックの誌フ   

9）［P］なぜコウォブジュグが運命の町であるのか、は不lすjである。テキストの破損の  

疑いも提起されている。  

10）［p］一名前が不明のこのポモジャ公は、那十りし章でもう一度言及される。  

11）［M］Sallust，Bellum Cbti／tnae．604“strenuimi1itisetboniinlperatOrisofficia  
simulexsequebatur．”サルステイウス『カティL）ナ戦記』六○凹「主力敢a・兵j：の  

役割とすぐれた司令′【1’の役割とを「t那寺に果した。」  
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12）［M］アヴタンツイ族AⅥrdanc）′出身のミハウ。Tr廷仙スカルビミルの嫁苫。  

13）［M］人達の十右．苦節トロカイックの詰。  

590   

第二十九章   

騎士達は、このような労‥こ引二満ちた強行軍によって疲労困壊したが、しば  

らくの間、休息を許され、再び活力を取り戻した。そしてボレスワフは、再  

度軍勢を出征のために召集し、ポモジャ人に戟を挑んだlつ というのは、この  

出征の原閃は、ボレスワフの縁者シフイエントボールが招いたものであった  

からl）。すなわち、彼の・族は、ポーランド人の君主達に全く忠実ではなく、  

さらにシフイエントボール自身がポモジャ地方において投獄され、裏切者に  

よって自分の王国から追放されたからである。そこで不屈の人ボレスワフは、  

廿分の縁者の解放を願い、ポモジャ人の土地を全力をあげて征服しようとし  

た2）。しかし、ポモジャ人は、大胆不敵なボレスワフを恐れ、枚桐な策を立て  

た。すなわち、自らボレスワフの縁者を解放し、これによってボレスワフの  

怒りと攻撃を避けようとLたからである。実際彼らは、この攻撃に耐えるこ  

とができないと考えたからである。   

そこでボレスソフは、この地から引き返し、ハンガリア王コロマンとの会  

見の日時と場所を定めた3）。この］三は、書物の知識において、当時のすべての  

1ミに勝って学識豊かな人物であった。王は待伏せの襲撃を恐れて、定められ  

た場所に赴くのをためらった4）。というのは、当時、ハンガリアから追放され  

ていたハンオ、リア公アルムス5）がボレスワフの厚遇を受けていたからである。  

しかしながら、ボレスワフとコロマンは、その後、互いに使者を交換し、会  

見を行い、力二し、に永続的な兄弟の誼、友好の絆を結んで別れた6）。  

rご！I】  

Laboretanto militibus exitinere fatigatis三etiam aliquantula quiete  

COnCeSSa reCreatis，；ad expedicioncm Bolezlauus cohortesiterum  

revocavit；et Pomoranos ad bellum denuo provocavit．；Huius VerO  

expedicionis Suatoborl）．eius consanguineus，CauSam eXCitavit，；cuius  

PrOgenies nunquam fidelitatem Polonis dominis observavit．Erat enim  
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ipse Suatobori11Pomorania carceratus；et a quibusdam a regno suo  

traditoribussupplantatus．：§InpigerautemBolezlaussuumcupienscon－  

Sangulneumliberare，；terram PolnOranOrum meditatur totis viribus  

expugnare2），：Sed Pomoranimetuentes audaciam Bolezlaui，Callidum  

COnSiliuminierunt；；namquesibiconsanguineumreddiderunt；etsiceius  
irametimpetuminto11erandumevaserunt∴InderediensBo】ezlauuscum  
rege Vngarorum Colomanno3）∴super reges universos suo tempore  
degenteslitteraliscientiaerudito，；diemetlocumcolloqullCOllocavit，；  

adquemrexV11garOrumVenire．timensinsidias，dubitavit4）；§Eratenim  

Almus5），Vngarorumdux，tunCtempOrisdeVngariaprofugatus；etaduce  

Bolezlauo hospitalitatisgratia sustentatus一；Postea tamen aliisinter se  

legationibus transmandatis，；insimulconvenerunt；et（ab）invicem  

discesserunt，；perpetuis fraternitatibusetamiciciisconfirmムtis6）；  

1）［M］シフイエントポーール§Ⅵ▼i机Ob（汀、ポモジャ公りパルゼル、ヴォイチェホフス  

キの臥雛によれば、ポモジャ公シフィエントペウクの父であった。ピアスト家の縁者  

となったのは、ボレスワフ・フロブリの娘とポモジャ公の－一人とが紙婚したからであ  

る。シフイエントポールが追放さわ1のは、別の「一人のポモジャ公による。しかしこ  

の公の名前は知られていない。そしてボレスワフ・クゾヴウステイが二度にわたって  

出征の兵を起こしたのは、二の公に対LてであったLIBalzer，Genea／ogkL P．6O．   

2二）［訳注］この出征については、グンフリロヴイツ子は、－一一○六年のこととしているが、  

マレナンスキは一一′・○］i年のこととしている。Gumplowicz．ZurGeschichtePolens，  

p，51．Maleczyn’ski，Monumcnta凸）／（）niae H［．d（mCa．nOVa Series．Ⅰ．ⅠⅠ，p．97．   
3）［P］ハンガリアニ1三コロマンーー世。イH二、トー0九ト午から一・一人年まで。ハンガリア  

l三聖ウァディ スワフの後継署であり、その「軒了：ぶI）で高名を博した（後に人々は彼を  

「不好きのコロマン」と呼んた上   

4）［訳注］7uレジアは、“dubitare’1の語義に関Lて、【L．’典ラテン語の「疑う」という  

意味から、小世ラテン語の「恐れる」「心配する」の意味への変化を指摘している。  

Plezia，K”71ika Ga／la．p、87．   
5）［M］コロマンの兄弟であり、1L上空ウ7ディスワフによ一ノて、先に彼の後継者と宝  

められた（プレジ7によればコロマンの従兄弟であり、コロマンによって盲にされる）。   

6）［訳注］－○九正午ノ川二九1J、ハンがノ7仁望ウ7ディスワフが没すると、披には  

二f・がなかったので、弟ゲイザの二人の息子コロマンとアルムスが共同で二L：位二を継承し  

た。・一○二年に兄弟間に不利か′トじると、7ルムスは始めに皇帝ハインリヒ四世の  

援肋を求めた。しかL皇帝は教皇との叙任権儲事▲の渦中にあって、アルムスを支える  

余裕がなく、ためにアルムスは・一一0四年ポーランドに逃亡した。ポーランドのボレ  

スワ7・クシヴウステイは、このアルムスを支援し彼をノ＼ンガーリア士に即イ立させるこ  

とで併せて丙ナノーへの領土の拡張を図ろうとしたが、アルムスは、突然、ボレスワ7の  

r想を越えてコロマンと和解する。しかLボレスワフ・クシヴウステイは、自らの孤  

、王を避けるために、外交接衝を重ねてコロマンとの協定を結ぶことに成功する。この  

26   
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協定の内容はおそらく、ボレスワフ叫別においては、7ルムスへのこれ以上の支持を  

止めること、コロマン側においては、ボレスワフのナェコ公ポジヴォイおよぴズピグ  

ニュフとの戦に、ボレスワフ・クシヴウステイを援助する、というものであったと思  

われる。K Maleczjnski；B（）leslau】Kれり・u）OuS秒，p．5658．  
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